


































地域研究﹂最後の国際会議であり、第一期と通算で一〇年間におよんだプロジェクトとしては、クアラルンプール（二〇〇八） 、カイロ国際会議（二〇〇九） 、京都国際会議（二〇 ） 、ラホール国際会議（二〇一三）に続く五回目の国際会議にあたる。
会議への参加者は、参加登録者が二百余











































られた私市正年氏によって挨拶があった。今回の国際会議がイスラーム地域研究の開催する最後の会議であること、そしてこれまでの国際会議がクアラルンプ ル、カイロ、京都、ラホールで開かれた が述べられた。そしてその 、本会議の開催に深
く携わった三名の教授が紹介され、それぞれが約五分程度のスピーチを行った。
まず、小長谷有紀氏による歓迎の挨拶が
















































ラーム過激派﹂という用語 、①自らの行動を独自のイスラーム解釈によって正当し②既存の政治制度、国境、国家に否定的な態度を取り③テロなど暴力的 手段よって政治目的を達成する組織である、と定義した。これに従えば、イスラーム過派は一元的に取り扱われなければならない。にもかかわらず、シリア紛争に関わる外部アクターは、自らの政策や外交上の目標に応じ、 ﹁過激な﹂武装勢力と﹁穏健﹂武装勢力と う区別を恣意的に行なっているという。高岡氏は、この恣意的な区別が、紛争当事者に資金 物資、人 資源の調達を容易にさせ、さらにイスラーム過激派に有利な政治的機会をも提供していることを明らかにした。
セッション1-1の様子
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カッションの第一声で﹁コメントするのが難しい﹂と率直な感想を漏らした通り、イスラーム主義というところ 通底はしているものの、これらの事例を有機的に結びつけることは少々困難であった。しかし今回は、既存の体制 社会構造、外部介入の程度が異な 各国 イスラーム主義を半ば強引に﹁アラブの春﹂で引き寄せ、議論の俎上に載せたことに大きな意義があったのではないだろうか。セッション
1-2


























































る﹁民衆法廷﹂に対し、ロシア法廷は﹁行政規則﹂違反や異議申し立てに基づいてその判決を破棄することが出来た。氏は、時を追うごとにロシア に基づく異議申し立てが増加してゆくことは、現地民がロシア的法秩序に組み込まれその枠組みの中で行動することになった事実を示しているとし、ロシア法廷 よる判決 それ自体シャリーアの影響力を限定したこともあわせて、ロシア革命後のソビエト法導入の基礎を準備したと結論付けた。
桑原尚子氏（福山市立大学）の第四報告
﹁
The Institutionalization of Islam





現代マ㆑ーシアにおけるスルタン 国政への﹁復活﹂という現象の歴史的背景を探るという関心から出発し、植民地期以降現代に至るイスラーム 立憲主義 問題を考察するものであった。氏によれば、イギリス統治確立の過程で在地権力者であったスルタンの権限はシャリーアと慣習法の統括に局限されたが、そ 権限は現代に至るまで憲法上保全された。また現代マ㆑ーシア法では﹁マ㆑ー性﹂と結びついたイスラームの護持者としてのスルタン 地位が、王権と政府の分離を志向するイギリス式立憲主義の枠組みの中で制度化されたが、氏は代表権や国民・議会の主権に関する議論を欠いたその憲法規定に現在におけるスルタンの政治的役割 復活の契機が内在していたと結論付けた。
上記四報告はそれぞれ、 ﹁近代﹂的法制
度ないし国家体制と伝統的社会 関係とい
う世界史㆑ベルでの重要課題を解明する上で興味深い事例を提供するものであったと評価できる。事実、討論ではイギリス支配（エジプト、マラヤ）とロシア支配（カフカース、中央アジア）の間の共通点・相違点といった大きな視野での比較の可能性や、個々の事例研究と一般化の関係など、研究上の方法論にかかわる問題提起が された。報告後の討論の時間が限定されていたこともあってこれらの点に関しては十分な議論はなされなかったが、各報告における貴重かつ興味深い指摘、および討論における問題提起を地域横断的な議 組み上げるという難事業が一朝一夕に成し遂げられるものでないこともま 事実であろう。今後の個々の研究の深化と新たな研究業績の出現を通じ、共同研究がさらに継続・発展していくことに期待したい。セッション
2-1
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た、このような状態におけるエスニックな㆑ベルでの経済的な影響や日常生活のなかのハラー 食についての具体的な紹介もあった。中国全体 中で ハラール料理店の分布状態についても詳しく述べられた。最後に、調査の で﹁清真﹂やハラール食の理解や実践について個々人 反応が様々であることが明らかとなったこと、それに関する規制や食品の提供者への信頼性や責任についても中国人ムスリム 大きな影響が生じてい ことが指摘された。
三つの報告のあと、フロアを交えて、パ
ネルディスカッションがおこなわ 熱心な討議のなかで、日本においてハラール食の情報への意識が高まっ いる とが感じられ、ハラールの基準をめぐる意見の相違や議論 深さも浮き彫りとな て、非常に充実した形でディスカッションが終わり、セッションも実り豊かなも となった。
近年は国際的にも、日本国内でもハラー
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“Facts on the G
round”: 
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rchaeology and the Palestinian 
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ズムの問題はしばしば取り上げられているものの、日本でのそれは十分に注目されてこなかったと述べる。そ て、非キリスト教国である日本において、内村鑑三などの思想はいかなる意味を持つ かといった点が検討された。詳細な議論はここでは割愛するが、役重氏は、内村の思想分析を中心に、日本の植民地主義とイスラエル建国に至るシオニズム運動がともに、西洋キリスト教勢力の人種差別的、抑圧的政策に対する反作用でありな ら、西洋的 植民主義のロジックを受容・内包していた点を指摘した。日本の事例を扱った役重氏の報告は、パ㆑スチナ問題 、帝国主義の問題して世界大 土台で捉えていく試みとて、高く評価することが出来るだろう。
以上、四者の発表の後に、長沢栄治氏
（東京大学） 、錦田愛子氏（東京外国語大学）によるコメントが寄せられた。長沢氏は、まず、日本でのパ㆑スチナ研究 取り組みについて述べた後、本セッションへコメントとして、エルサ㆑ムの政治的利用、聖地概念の問題 つい 述べ、ナラティブに関する議論やシンボル性の問題といった概念的側面を今後も続けて分析していく必要があると言及した。錦田氏も、事実確認を中心にそれぞれの報告に対しメントを加えた 、セッション 時間がそれほど残っていなかったこ もあり 受け答えは十分には行われなかった。
本セッションの報告は、考察対象の時代
や主体などが様々 異なっており、一見るとバラバラなトピック 扱っているよう
































































yrgyz in Light of R
ecollections ﹂
は、キルギスにおける遊牧的伝統 宗教的儀礼の継承に焦点を当てた。まず、遊牧民における口承の重要性やマザールなど、本報告 キーワードの解説がなされ、続いて、オーラルヒストリー調査の成果として、ソ連期の宗教抑圧と無神論宣伝に関する多くの具体例が紹介された。ソ連期教育を受けた世代 見られる宗教への無関心、宗教意識の世代間格差について明らかにされた。一方で、ビシュケク近郊 マザールの事例を通 聖地としての機能やシャーマニズムの実践がソ連期を経て継続していたことが示され、ゴルバチョフ期以降の宗教実践の復興の実態が示された。
討論者
Susanne Fehlings 氏（テュービン






















































ebates on the Fanā’ T
heory ﹂におい
て東長氏は、クシャイリー（一〇七二年没） 、イブン・アラビー（一二四 年没） 、イブン・タ ミーヤ（一三二八年没）の三者によるファナー（バカー［持続］と対をなす概念）の解釈を取り上げ、その定義の歴史的変遷を追った。
クシャイリーは、スーフィズム古典理論

























て山本直輝氏（京都大学）は、カドゥザーデ運動に思想的影響を与えたとされ、しばしばイブン・タイミーヤの﹁亡霊﹂であると評されるオスマン朝期の思想家イブン・ビルギヴィー（一五七三年没） タサウウフ観に焦点を当て、道徳として スー ィズムの役割、とくに、イ ラーム改革への貢献について検証 た。
ビルギヴィーは自身の著作『ムハンマド



























の住処の門の前に権力者 ちが自身のトゥグをもたらした、という夢の記述から、スーフィー教団が政治的 の象徴を聖者崇拝の象徴に改変 と論じた。
コメンテーターの
Zarcone 氏はまず、東
長氏の三軸構造の定義を振り返り、本枠組みをスーフィズムの一貫性と多様性を反映したものであると評価した。東長氏の発表に対しては、スーフィズム 神秘主義的側面には、ギリシア哲学やゾロアスター教といった非イスラーム的な外来要素 影響が認められる、と指摘した。山本氏 発表ついては、ビルギヴィーが推奨す クルアーンやスンナに則ったス フィ の在り方が、ナクシュバンディー教団のような﹁ラディカル﹂あるいは﹁正統﹂なスーフィズムを生むきっかけとなった、と指摘
した。また、
Papas 氏の発表に対しては、
















































新たな段階に入ったことを示しつつ 既存のイスラーム金融商品がワク 復興と発展を支える制度の一部となり、イスラーム世界のボト ・アップに貢献していることが示された。
二つ目の報告は、インドネシアの西ジャ






































evival of the C
optic Language and 
Pharanonism
 ( Identity) ﹂ である。キリスト
教の包含と排除が揺れ く近代中東において、コプト教徒のエジプト人としてのアイデンティティ形成について論じたものである。積極的に政治参加を行なっていることを理由に、コプト教徒はエジプト人としてのアイデンティ を持っているといわれる。この先行研究を踏まえて、三代川氏は、一九世紀末から二〇世紀初頭まで 国民国家設立期に起きた、コプト教徒による











aic during the Sayfo of 1915 ﹂という
報告が始まった。一九一五年に起こった青年トルコとクルド人によるシリア語話者の大虐殺と、 ﹁サイフォ（剣と う意味） ﹂と呼ばれるシリア語話者の国外追放については一般的に知られていない。主 、オスマン帝国東部に居住していたシリア教徒の日常語はアラム語であった。アラム語は七世紀頃まで、多くの地方で話されていた言語である。虐殺生存者は、国外移住（サイフォ）をすることよりも このアラム を再構築することで生き残 を図ろうと
セッション4-2の様子
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における物語の伝承を中心とした信仰実践の概要と、その変容の背景が詳説され 。質疑では、個々の発表内容に関し具体的な情報や発表者の見解が求められた。一方、筆者は、 『注釈書』へ 着目という点で話題が連続した菅原・茂木両氏の発表と、時代・地域・対象が部分的に異なる後半二発表の繋がりが十分に捉えられなかった。本
146





























































































ラルンプール会議以来、毎回 スター・セッションを開催してきた。人文社会系の学術大会におけるポスター・セッションといえば、中東関係では日本オリエント学会が二〇〇八年（第五〇回大 ）から行っている例があるものの、その発表の殆どは考古学分野が占めている。ＩＡＳ国際会議のポスター・セッションは イスラーム地域研究分野で行われるものとしては他に例がなく、若手研究者が国際的な舞台で発表する場として定着している。
今回のポスター発表者は、神田惟（敬称
略、以下同様） 、小澤一郎、須永恵美子水澤純人、野口舞子 山本健介 森山拓也、二ツ山達朗、荒井悠太、志賀恭子、川村藍、ハシャン・アンマール 井上貴恵、田中友紀 井上春緒の一五名で 所属の内訳は、大学院生が一三名（内、学振ＤＣ二名） 、ポスドクが 名（内、学振ＰＤ一名）であった。
ポスターの主題は、広義の歴史に関する




NIHU Program for Islamic Area Studies Fifth International Conference 2015
イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 8（2016.3）
（事務局で印刷）をパーティションパネルに貼り、一二―三〇二号教室内に、壁に沿って並べるという形で行われた。掲示は会議一日目（一 日）から自由に見ることができ、会議二日目（一二日）の一五時〇五分から五五分までは、発表者が 堂に会して口頭でプ㆑ゼンテーションを行った。プ㆑ゼンテーショ は、最初の二〇分間で発表者が一人ずつ自己紹介を行い、その後三〇分間のコアタイムでは、来場者が自由にポスターを見て回り、適宜発表者が口頭で説明を行った。
ポスター・セッションという発表方法の
















































成果や、イスラーム地域研究の考え方について述べた。今回の会議の目的の一つは、中東と西欧世界の間にある溝を埋めることであった。そこにパキ タン、インドネシア、マ㆑ーシア、韓国などのアジア諸国からも大勢の参加者が集まり、アジア以外国々からの参加者と共に研究発表や議論行ったことは きな成果である。ポスター・セッションを中心に大勢の若手研究者が発表を行ったこと 、若手研究者 イスラーム理解の機会を提供すると う会議の目的も達成され 。
イスラーム地域研究プロジェクトは




























たい。今回、報告者は全体の半分 五セッション、計一六の を聞くことができた。対象とする内容や時代地域も多岐にわたり、国際会議のタイ ル通りイスラーム地域研究の展望や新しい方向性がうかがえるものだっ このように、異なるテーマのセッションをはしごすることで、イスラーム地域に関する多岐にわた 報告を一度に聞くことができたのは うした機会ならではといえる。エルサ㆑ムを再考するセッション
2-2のような歴史的・通時的な
テーマや現代的な問題関心に通じるテーマなどが多く見られ、多角的なアプローチや議論のダイナミズムに感銘を受けると共に、報告者自身の研究 対してもインスピ
㆑ーションがわくこともあった。これらに加え、ポスター・セッションや懇親会と多くの企画が組まれ、充実した会議であった。ただ、あえて言えば少々過密なスケジュールだったように思われた。特に二日目は、移動等を挟むとほとんど休む時間ないように感じられた。これはおそらく、全体的にプ㆑ゼンテーションやコメントに時間をかけ、質疑が休憩時間にず こ でしまうことが度々あったから と思われる。質疑で議論を深めたいと思ってもその時間がないことが何 か り、その点は残念であった。
また、報告者が参加したポスター・セッ












高研究代表の逸話を盛り込んだ﹁イスラーム地域 とはなにか﹂という問いかけは、非常に印象的であった。これまでの活動を振り返り、今後を見通すこと できた閉会式であったと思われる。以上、雑駁な報告となってしまったが、新しい人脈や研究への展望など、色々 得ること 多い国際会議であった。参加者も多いなか、きめ細やかな事前準備と当日の差配をして下さった上智大学拠点 早稲田大学拠点を中心とする実行委員会メンバーに謝意を表し、報告の結びとしたい。
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Korea)
Palestine Mandate and Zionists Project in the British 
Strategy of the Middle East
3. Nur Masalha (Professor, St. Mary’s University, U.K.)
“Facts on the Ground”: Israeli Biblical Archaeology and the 
Palestinian Heritage of al-Quds (Jerusalem)
4. Yoshih i ro Yakushige (Research Fel low, Osaka City 
University, Japan)
Uchimura Kanzo’s Perception of Nations and Jerusalem
―Discussant―
Eiji Nagasawa (Professor, University of Tokyo, Japan)
Aiko Nishikida (Associate Professor, Tokyo University of 
Foreign Studies, Japan)
Session 3-1
Soviet-era Memories in Central Asia
―Convenor―
Hisao Komatsu (Professor, Tokyo University of Foreign Studies, 
Japan)
―Speakers―
1. Timur Dadabaev (Associate Professor, University of 
Tsukuba, Japan)
Dialogue of Past and Present in Remembering Soviet Past
2. Guljanat Kurmangaliyeva Ercilasun (Associate Professor, 
Gazi University, Turkey)
Soviet Legacy in Memories: Pros and Cons according to Oral 
History Studies in Kyrgyzstan and Kazakhstan
3. İlhan Şahin (Professor, Istanbul 29 Mayıs University, 
Turkey)
Religious and Belief Rituals among the Kyrgyz in Light of 
Recollections
―Discussant―
Susanne Fehlings (Post Doctoral Fellow, Universität Tübingen, 
Germany)
Alexander Bukh (Senior Lecturer, Victoria University of 
Wellington, New Zealand)
Session 3-2
Redefining the Total Structure of Sufism
―Convenor―
Masayuki Akahori (Professor, Sophia University, Japan)
Yasushi Tonaga (Professor, Kyoto University, Japan)
―Speakers―
1. Yasushi Tonaga (Professor, Kyoto University, Japan)
Sufism as Mysticism: Development in and Debates on the 
Fanā’ Theory
2. Naok i Yamamoto (Doctora l Cou rse St udent , Kyoto 
University, Japan)
The Challenge of Taṣawwuf in the 16th-Century Ottoman 
Empire: İmâm Birgivî’s Concept of Islamic Reform
3. Alexandre Papas (Research Fellow, Centre National de la 
Recherche Scientifique (CNRS), France)
Tugh: A Nexus between Sufism and Popular Cult in Central 
Asia
―Discussant―
Thierry Zarcone (Senior Researcher, Centre National de la 
Recherche Scientifique, France)
―Chairperson―
Masayuki Akahori(Professor, Sophia University, Japan)
Session 4-1
Renovation and New Waves in Islamic Socio-
economic Institutions: Waqf, Zakat, and 
Microfinance
―Convenor―
Yasushi Kosugi (Professor, Kyoto University, Japan)
―Speakers―
1. Shinsuke Nagaoka (Associate Professor, Kyoto University, 
Japan) 
The Relationship between Islamic Finance and Traditional 
Economic Institutions in Singapore: Revitalization of Waqf 
and Its Potential to Transcend the Financialization of Islamic 
Economics
2. Nur Indah Riwajanti (Lecturer, State Polytechnic Malang, 
Indonesia)
What Role Islamic Microfinance Institutions Can Play in 
Socio-economic Development in Indonesia?
3. Mohammad Soleh Nurzaman (Lecturer, University of 
Indonesia, Indonesia)
Evaluating the Impact of Productive-based Zakat by Human 
Development Index at Household Level: An Empirical 
Finding
―Chairperson―
Yasushi Kosugi (Professor, Kyoto University, Japan)
Session 4-2
Christians in the Middle East: Language, 
Homeland, and Identity
―Convenor―
Hiroko Miyokawa (Research Fellow, Sophia University, Japan)
―Speakers―
1. Hiroko Miyokawa (Research Fellow, Sophia University, 
Japan) 





New Horizons in Islamic Area Studies
Asian Perspectives and Global Dynamics
September 11-12, 2015
Yotsuya Campus of Sophia University, Tokyo, Japan
  Opening Remarks  
Yuki Konagaya (Executive Director, NIHU, Japan)
Takefumi Terada (Dean, Faculty of Global Studies, Sophia Uni-
versity, Japan)
Keiko Sakurai (General Director, NIHU program for Islamic 
Area Studies, Japan)
Session 1-1
Islamist Movements under the New Political 
Order in the Middle East and North Africa, in 
the Wake of the “Arab Spring”
―Convenor―
Masatoshi Kisaichi (Professor, Sophia University, Japan)
―Speakers―
1. Nozomi Shiratani (Doctoral Course Student , Sophia 
University, Japan)
Possibilities of Creating a “Win-Win” Relationship between 
the Moroccan Monarchy and the Islamist Government
2. Yutaka Takaoka (Senior Researcher, Middle East Research 
Institute of Japan)
Problems After the “Arab Spring”: “Extreme” Militants and 
“Moderate” Militants
3. Amr Farouk Mohamed Farid (Graduate Student, Fatih 
University, Turkey)
Islamic Forces from Insulation to Isolation: Future Insights 
from an Egyptian Empirical View
―Discussant―
Zoubir Arous (Professor, University of Algiers-2, Algeria)
―Chairperson―
Takayuki Yokota (Associate Professor, Nihon University, Japan)
Session 1-2
The Shariʻa Courts and the Imperial Ruling System
―Convenor―
Nobuaki Kondo (Professor, Tokyo University of Foreign Studies, 
Japan) 
―Speakers―
1. Kenneth Cuno (Professor, University of Illinois at Urbana-
Champaign, U.S.A.)
Claiming Heirship: A Litigant Strategy in the Shariʻa Courts 
of Nineteenth-century Egypt
2. Vladimir Bobrovnikov (Research Fellow, Institute of Oriental 
Studies, Russian Academy of Sciences, Russia)
Shariʻa Justice in the Service of Empire: The Military-Native 
Administration in Russia’s Caucasus, 1860-1917
3.  Yoichi Yajima (Professor, Nara Women’s University, Japan)
Islamic Courts and Russian Courts in Russian Turkestan
4. Naoko Kuwahara (Associate Professor, Fukuyama City 
University, Japan)
The Institutionalization of Islam, Shariah and the Shariah 
Court in Colonial Malaya
Session 2-1
Interpretations, Practice, and Politics of Modern 
Halal Matters
―Convenor―
Yukari Sai (Adjunct Researcher, Waseda University, Japan)
―Speakers―
1. Md Nasrudin Md Akhir (Associate Professor, University of 
Malaya, Malaysia) and Siti Rohaini Kasim (Executive Officer, 
University of Malaya, Malaysia)
New Paradigms for Halal Compliance: A Case for ‘Halal 
Executives’
2. Shin Yasuda (Lecturer, Teikyo University, Japan)
Redefining Halal in Japan: Bridging Host and Guest Values 
in the Japanese Tourism Industry
3. Yukari Sai (Adjunct Researcher, Waseda University, Japan)
Halal Food Regulation and Consumption in China
―Discussant/Chairperson―
Florence Bergeaud-Blackler (Institut de Recherche et d’Etude 
sur le Monde Arabe et Musulman, Centre National de la Re-
cherche Scientifique, France)
Session 2-2
Rethinking Jerusalem as the Crossroads of the 
“East” and “West”
―Convenor―
Akira Usuki (Professor, Japan Women’s University, Japan)
―Speakers―
1. Ali Qleibo (Professor, Al-Quds University, Palestine)
El-Khader /Mar Jiries: The Triumph of Order over Chaos
2. Mi-Jung Hong (Assistant Professor, DanKook University, 
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Dietary Rules and the Halal Food Industry 
Kie Inoue (The University of Tokyo) 
Images of Tawḥīd in al-Hallāj’s Ṭawāsīn
Yuki Tanaka (Kyushu University) 
A Study of the Libyan Authoritarian Regime: Focusing on the 
Continuity and Transformation of Political Elites from the 
Kingdom to the RCC
Haruo Inoue (Kyoto University) 
Confluence of Indian and Persian Music Cultures: the Case 
of Kashmiri Ṣūfyāna mūsīqī
  Closing Remarks  
Thierry Zarcone (Research Director, Centre National de la 
Recherche Scientifique, France)





2. Shabo Talay (Professor, Freie Universität Berlin, Germany)
Lingusitic Genocide: The Case of Aramaic during the Sayfo 
of 1915
3. Naures Atto (Postdoctoral Fellow, University of Cambridge, 
U.K.)
Diaspora Assyrians and the Perceptions of Homeland
―Discussant―
Hidemi Takahashi (Professor, University of Tokyo, Japan)
―Chairperson―
Cyril Veliath (Professor, Sophia University, Japan)
Session 5-1
Transformation of Islamic Tales in Modern 
Southeast Asia: Local and Global Dynamism in 
Their Reshaping and Purification
―Convenor―
Midori Kawashima (Professor, Sophia University, Japan)
―Speakers―
1. Yumi Sugahara (Associate Professor, Osaka University, 
Japan)
Transformation of the Isra’ Miʻraj Story in Modern Southeast 
Asia
2. Akashi Moteki (Research Fellow, Sophia University, Japan)
The Commentary of Aḥmad al-Dardīr Concerning the Story 
of the Miʻrāj of the Prophet by Najm al-Dīn al-Ghayṭī 
3. Pramono (Lecturer, Andalas University, Indonesia)
The Poetical Polemics on Mawlid in Minangkabau: 
Transcendental Values and Local Culture
4. Midori Kawashima (Professor, Sophia University, Japan)
Tales of the Hereafter and Morality for Women: Reshaping 
Maranao Texts in Mindanao, Philippines, from the 1930s to 
1970s
―Discussant―
Edwin Wieringa (Professor, Universität zu Köln, Germany)
―Chairperson―
Kazuhiro Arai (Associate Professor, Keio University, Japan)
Session 5-2
Rethinking the Pre-Modern Islamic States
―Convenor―
Kazuhiro Shimizu (Professor, Kyushu University, Japan)
―Speakers―
1. Kazuhiro Shimizu (Professor, Kyushu University, Japan)
The Color Black under the Abbasid Caliphate
2. Ayumi Yanagiya (Research fellow, Toyo-Bunko, Japan)
Domestic Caliphs in 14th-century Maghreb and al-Andalus: 
An Understanding of “Caliph” by Intellectual Ibn Khaldun 
and His Contemporaries
3. Jun’ichi Taniguchi (Professor, Kyoto Women’s University, 
Japan)
The Worldview of the Bahri Mamluks as shown in Diplomatic 
Correspondence
―Discussant―
Essam Fahim (Teaching Fellow, Lahore University of Management 
Sciences, Pakistan)
―Chairperson―
Kentaro Sato (Associate Professor, Hokkaido University, Japan)
  Poster Session  
Yui Kanda (JSPS, the University of Tokyo)
Safavid Ceramic Tombstones: Reconstruction of Funerary 
Practice in 17th Century Iran 
Ichiro Ozawa (Sophia University)
 Arms Transfer into Modern Iran and Its Impact: An 
Overview
Emiko Sunaga (JSPS, Osaka University)
Roots of Contemporary Islamic Economics: A Chronology of 
Texts on Banking Interest Sūd in Urdu
Sumito Mizusawa (Kyoto University) 
Pedagogy for a “New Muslim Community”: A Case Study of 
An ̲ juman Ḥimāyat-e Islām in the Nineteenth-Century Punjab 
of British India
Maiko Noguchi (Ochanomizu University)
The Activities and Role of the Maghribi Ulama under the 
Early Almoravids
Kensuke Yamamoto (Kyoto University) 
Jerusalem Problem in Contemporary Perspective: Status 
Quo, Internationalization, and Specifying the Sacred Sites 
Takuya Moriyama (Doshisha University) 
Rethinking Turkey’s Nuclear Project: What is the Problem?
Tatsuro Futatsuyama (Kyoto University) 
Treatment of Qur’ānic Commodities: A Case Study of 
Tunisian Interior Ornaments
Yuta Arai (Waseda University) 
‘Aṣabīya in the Historical Narrative: An Analysis of the Kitāb 
al-‘Ibar
Kyoko Shiga (Doshisha University) 
Turkish Immigrants’ Social Capital for Adaptation into New 
York City
Ai Kawamura (JSPS, Kyoto University) 
Islamic Finance Dispute Resolution Systems: The Dubai 
Approach and the Malaysian Model
Khashan Ammar (Kyoto University) 
The Islamic Prohibition of Khamr (Intoxicants) in 
Perspective: Historical and Contemporary Implications for 
